




   
Study of Neyako in Toshi Toba city 




  Neyako is one of the family in toshi. Proxies of father and mother Neyaoya care young 
men(16-25yeas old) Neyako . In the past year one groop is constituted by 8-10 members. 
But today one groop is constituted by 4-5 members. Childers are reduced recenntry. 
On the night of Friday or Saturday they come to Neyaoya`s family. They talk, play and 
learn with Neyako mates or Proxies of father and mother Neyaoya. At last they sleep at one 
room together. They come to be members of very famirarity.In the feature 26 years old they 
make a groop of grown-up person Houyuukai. In Toshi they are supportived and helped 


































ある。人口は平成 17年 10月現在（国勢調査）、2687 人(男 1271人、女 1416人)であり、地区
ごとに世帯数と人数を記すと、表１のようになる。 
 
  表１ 答志島各地区の世帯数（世帯）、人数（人） 
地区 世帯数 人数 男性 女性 
答志地区 337 1330 629 701 
和具地区 151 501 237 264 
桃取地区 257 856 405 451 






        
２．鳥羽市答志中学校の現況 









 平成 22年度の全校生徒は 51名であり、その内訳は表２のとおりである。 
  表２ 答志中学校の生徒数（人） 
学年 男性 女性 合計 
１年 9 6 15 
２年  8 8 16 
































 内山論文によると答志には平成 20年２月現在で 10軒の寝屋子がある。内山の資料を参考に
して、そのうちわけを見ると、表３のようになる。 
               表３ 寝屋子一覧   
   寝屋子の屋号   寝屋親の年齢 寝屋子の年齢 構成員の状況  寝屋子のうちわけ     
①久太郎寝屋子     48才     26才    9      漁師5、社会人 4  
②佐良寝屋子      50才     25才    8      漁師3、社会人 5 
  ③幸康寝屋子      36才     24才    7      社会人 7 
  ④嘉七寝屋子      53才     23才    5      漁師 1、社会人 3 
  ⑤○まるキき寝屋子      42才     22才    7      漁師4、社会人 3 
⑥春吉寝屋子      59才     21才    6   漁師 1、学生 2、社会人 3 
⑦浜保寝屋子      60才     20才    4      学生2、社会人 2 
⑧幸太郎寝屋子     38才     19才    7   漁師 1、学生 1、社会人 5 
⑨丸七寝屋子      38才    17－18才    6      高 2、3年合同 
⑩○まる九く寝屋子      60 才     16才    4      高 1年 





















































































る。寝屋子のおやじに相談して中に入ってもらって、うまくいくことも多い。10 代 20 代だけ
でなく、寝屋子を解散してからも繋がっていくことから、寝屋親と寝屋子の家とは兄弟親戚同
様の付き合いとなる。 




を育てた中学校教師 T.N.（昭和 29年生まれ）さんを 2010 年８月 26日訪ねたので、そのとき
の概要をまとめてみたい。 
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